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島
コ

6月3日、樫野崎にて執り行

われたエルトゥールル号殉難

将士追悼式典。写真は追悼文

を奏上する田嶋勝正町長

（関連記事P.8~P.11) 

串本町の人口と世帯数

・人口…… 19,083人 ・男性…… 8,885人 ・女性…… 10,198人 ・世帯数…… 9,200世帯

（平成22年6月1日現在）



ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

6
月
22
日
に
入

札
を

f
定
し
て
い
ま
す
。

広
療
情
報
（
屯
子
カ
ル
テ
）
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
提
案

h
式
で
の
ベ
ン

ダ
ー
選
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、
．
次

選
考
で
は
シ
ェ
ア
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
拠

点
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
卜
で
、

3
業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

6
月
末
に

は
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
．
一

次
選
考
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
医
師
仕
屯
建
築
に
つ
い
て
も
、

設
計
監
理
業
者
が
決
定
し
設
社
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■防
災
対
策

旧
N
T
T
串
本
常
業
所
の
建
物
に
つ

い
て
、

N
T
T
和
歌
川
支
店
に
災
宮
時

に
お
け
る
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
け
な
い
か
哭
甲
し
、
協
議
を

屯
ね
て
き
た
と
こ
ろ
、
先
般
、

5
階
の

．
部
と
屋
卜
に
つ
い
て
、
利
用
が
可
能

と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
利
用
力
法
等
に
つ
い
て
詳
細

を
詰
め
て
お
り
、
協
議
が
整
い
次
第
協

定
を
結
ぶ
予
定
で
す
。

5
階
の
．
祁
に
つ
い
て
は
、
約
50
名

の
避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
と
同
時
に

毛
布
等
災
害
用
備
拾
品
を
保
管
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

屋
上
に
つ
い
て
は
一
時
避
難
所
と
し

て
約
5
0
0
名
の
収
容
が
UJ能
と
な
り

ま
す
。■映

画
製
作
取
組
み

映
両
製
竹
で
最
も
垂
安
な
脚
本
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
脚
本
家
、
小
松
汀
単

f
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
第
一
稿
の
脚

本
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
脚
本
を
生
か
し
た
ス
ポ

ン
サ
ー
探
し
が
急
が
れ
、
現
在
、
田
中

監
督
を
通
じ
て
企
業
数
社
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

映
画
製
竹
に
向
け
て
は
、
今
後
と
も

積
極
的
に
収
り
糾
み
を
強
め
て
い
き
ま

す。■学
校
統
合

養
春
小
学
校
•
四
向
小
学
校
の
統
合

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本
年
2
月

よ
り
両
校

IX
の
保
設
者
の
皆
梯
方
並
び

に
養
脊
小
学
校
関
係
区
の
力
々
と
協
議

を
重
ね
る
中
、
去
る
1
月
30
日
に
保
渡

者
、
地
域
の
関
係
者
、
学
校
閃
係
者
の

構
成
で
、
美
春
小
学
校
統
合
拙
進
協
議

会
が
糾
織
さ
れ
、
統
合
校
舎
を
匹
向
小

平成22年串本町議会

第2回定例舎
平成22年串本町議会第2回定例会は、 6月17日に招集され、会期を 6月28日までの12日間として開会

されました。開会後、田嶋町長より、日本トルコ友好120周年等亭業他について諸報告があり、続いて

諸謹案について提案理由の説明が行われました。今月号ではその要旨についてご紹介いたします。

本
年
は
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
ロ
勺
遭
難
1

2
0
周
年
の
節
目
と
な
る
た
め
、
叶
年

7
月
に
駐
日
ト
ル
コ
人
使
、
和
歌
山
県

知
事
を
特
別
固
閏
と
し
、
官
公
'IT関
係
、

町
内
各
秤
団
休
等
に
も
参
加
い
た
だ
ぎ
‘

「
n木
ト
ル
コ
友
好
1
2
0
周
年
等
市

菜
丈
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
準
価
を

進
め
て
ぎ
ま
し
た
。

丈
行
委
員
会
と
し
て
実
施
す
る
主
な

中
業
と
し
て

・
洋
上
及
び
陸
上
追
悼
式
典

・
文
化
交
流
事
業

•
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
燦
除
羅
式
典

•
各
種
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

・
ト
ル
コ
に
お
け
る
日
本
年
に
係
る
市

業
を
訊
定
し
、

6
月
3
日
か
ら
6
月
6
い口

に
か
け
て
の

4
日
間
に
わ
た
り
、
事
業

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
申
業
計
阿
の
段
陪
か
ら
実
施

に
土
る
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
り
、
ご

学
校
と
し
て
平
成
23
年
4
月
両
佼
統
合

と
い
う
こ
と
で
意
見
統
こ
か
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
学
校
や
保
護
者
、
地
域
の

方
々
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
統
合

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

■し
尿
処
理
施
設

「
稲
村
環
境
管
即
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て
は
、
串
本
町
古
座
川
町
衛
4
施
設

事
務
組
合
と
地
縁
団
体
法
人
打
田
区
会

が
締
結
し
た
「
し
尿
処
坪
施
設
運
肛
期

問
延
長
に
関
す
る
協
定
奎
日
」
に
よ
り
5

年
間
延
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
協
定
書
を
施
行
す
る
に
あ
た
り
、

巾
本
町
長
と
地
縁
団
体
法
人
布
田
区
会

と
の
間
で
環
境
整
備
事
業
の
ぶ
見
書
」

を
平
成
22
年
3
月
2
9
H
に
・
父
換
し
、
各

事
業
の
実
施
を
担
当
課
に
割
り
拡
り
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
、
古
坤
川
町
池
野
山
区
よ
り
平
成
22

年
2
月
24
日
付
け
で
「
し
尿
処
埋
施
設

建
設
に
伴
う
池
野
山
似
条
件
提
示
書
」

が
串
本
IQJ古
沖
川
IQJ衛
生
施
設
事
務
組

合
に
提
出
さ
れ
、
串
本
IQJ
．
占
座
川
町

と
の
協
議
及
び
同
組
合
議
会
全
員
協
議

■日
本
ト
ル
コ
ー

2
0周
年
等
事
業

去
る

3
月
3
1
日
に
起
工
人
が
挙
行
さ

れ
、
祈
病
院
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。現
存
、
某
礎
工
事
を
施
工
中
で
す
が
、

大
林
組
・
南
海
辰
村
建
設
J
>
が
作
成

し
た
施
ー
図
に
某
づ
き
、
病
院
ス
タ
ソ

フ
に
よ
る
最
終
確
認
作
党
を
並
行
し
て

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
c

放
射
線
機
器
の
調
逢
に
つ
い
て
は
、

去
る
6
月
7
日
に
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス

C

T
の
入
札
を
行
い
、
想
定
予
算
額
が
1

億
円
の
と
こ
ろ
、
束
芝
メ
デ
イ
カ
ル
シ

ス
テ
ム
ズ
が
4
,
7
1
4
万
5
千
円

(
5

年
間
の
フ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
保
守
料
を

合
め
る
と

9
,
0
0
2
万
7
千
円
）
で

落
札
し
ま
し
た
3

高
額
機
器
を
大
変
安
く
調
逹
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
輻
な
経
費
削
減
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、

M
R

会
で
の
協
議
を
経
て
、
池
野
山
区
と
の

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■総
合
運
動
公
園

平
成
27
年
度
に
和
歌
山
Iu小
で
開
催
さ

れ
る
国
民
体
育
大
会
で
は
、
串
本
町
に

お
い
て
、
成
年
女
＋
サ
ッ
カ
ー
・
成
年

男

f
ラ
グ
ビ
ー
・
翡
校
男
子
軟
式
野
球

が
開
佃
さ
れ
る
予
定
で
す
。

叶
年
度
実
施
さ
れ
た
、
各
競
技
団
体

の
役
員
に
よ
る
野
球
場
と
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
状
況
調
査
の
結
果
、
両
グ
ラ
ウ

ン
ド
共
に
芝
生
に
雑
草
が
多
く
、
地
面

も
固
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
改
善
を
す

る
よ
う
に
指
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
h
、
臨
時
職
員
に
て
竹
理
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
以
上
の
改
苦
が
困
難

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
専
門
菜
者
に
本

年
度
か
ら
国
休
が
開
催
さ
れ
る
平
成
27

年
度
ま
で
管
坤
委
正
を
/1
い
た
い
と
考

え
ま
す
。

■新
病
院
建
設

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
方
々

に
、
表
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

③広報くしもと 2010.7 広報くしもと 2010.7 
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＿
●
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
で
、
町
が
収
集
す
●
ご
み
置
き
場
（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

る
場
合
、
手
数
料
と
し
て
町
指
定
ご
み
は
、
利
用
さ
れ
る
地
域
の
皆
さ
ん
で

11

袋
を
購
人
し
、
そ
の
指
定
ご
み
袋
に
入
常
の
管
坪
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
に

一

一

れ
て
、
ご
み
置
き
場
（
ご
み
ス
テ
ー
シ
当
た
っ
て
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の

一

一

ョ
ン
）
へ
出
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
ひ
と
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
ル
ー
ル

一

一

て

お

り

ま

す

。

を

守

っ

て

く

だ

さ

い

。

●
家
庭
ご
み
は
、
地
域
で
決
め
ら
れ
た
ご

＿
●
指
定
ご
み
袋
に
収
ま
ら
な
い
物
、
は
み

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

一

出
す
物
は
、
粗
大
ご
み
に
な
り
、
ご
み

●
家
庭
ご
み
は
、
収
集
H
の
当
H
、
朝
7

-

＿

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
直

時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

接
ご
み
処
理
場
へ
持
ち
込
む
か
、
収
集

●
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
・
変
更
に

一

つ
い
て
は
、

IXを
通
じ
て
町
へ
巾
詰
の

＿

業
者
等
に
搬
送
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

う
え
調
整
し
て
い
ま
す
。

一

（
有
料
）

＿
●
ご
み
袋
の
口
は
し
つ
か
り
結
ん
で
く
だ

さ
い
。

＿
●
指
定
ご
み
袋
（
燃
え
る
ご
み
／
赤
色
、

一

資
源
ご
み
／
緑
色
、
坪
立
ご
み
／
肖
色
、

一

ビ
ニ
ー
ル
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
／
紫

色
）
は
小
売
店
等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

i -------------------・  ． ！ !-三 一般会計の1'成21年度i欠算による歳人歳出菜引 i
・・ 額は、 3億4,660万I,243円で、翌年度への繰越充 i

! -..... •奎一
当財源を箆し引いた実質収支祖は、 1億9.270万 i 

―-

ヽそ ふ243門の黒字となりました。また、各特別会計［j- o)決算状況は下記のとおりとなっています3 i 
I ふ

l 一般会計 1憶9.270万3,243円の黒字 田並財産区会計 305万808円0)黒字！

l 和深財産区会け1 687万2-,346門の黒字 il 老）、保健会計 ],:::万4,483|’1の黒字 有 円財 産 1メ．会計 2.667万l,9311’1の黒字 i
i 後期翡齢者医燎会社 735万6,777円の黒字 古座地区財 産区会且1 675万7,325円の黒字！

i 田 保 会 El l憶324万8,393|_l_lの赤字 西向地 IX財産 1メ会五1 2̀369万3,704|＇Jの開字［

i 介護保険会計 8,866)J862円の黒字 田原地区財祐区会 B1 323万6,842円の黒字[

i 簡易水追会計 2,545万5,549FIの黒字 ！ 

i 下水道会計 148万5,475円の黒字 病院事業会計単年度 357万7,068円の赤字 i
i 什‘む査命貨付会計 1,200万4,187|＇Jの赤字 翌年度繰越欠損合 2噂 l,772万1951'II 
l 通所介護事染会計 歳入歳ilはし引き 0円 水道事染会計単年度 1,803万2,016円の黒字 i
l il：本財産 I><会計 352万:l.29:il'lの黒字 翌年度繰越利益剰余合 冴意7,432万9,:i20I'lj 
l 潮岬財産区会 ol 4.165万4,513円の黒字 国民伝舎事呆会ol 単年度 596万6.432円の黒字 l
l /1i孟財忙区会r,t 4,041万6,044円の黒字 叩年度繰越欠損金 1億180万4,019円！
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ー
花
火
は
正
し
く
安
全
に
遊
び
ま
し
ょ
う

1

施
吸
ふ
露
び
に
よ
る
吸
災
の
鵜
直

夏
の
風
物
詩
「
花
火
」
。
い
よ
い
よ
了
ど
し
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
も
、
取
扱
い
を
誤
る
と
火
事
や

火
傷
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
実
際
に
平
成
27年
中
、
花
火
が
原

囚
で
あ
る
火
災
は
、
全
国
で

72件
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
や
火
傷
な
ど
の
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
、
夏
の
楽
し
い

闇
冒
4`

□嗣

④
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
注
意
事
項
を
必
閉
寸
る

c.‘咄i

⑤
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
必
す
水
に
つ
け
る

【
火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
】

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、
大
人
が
い
な
い
時
に
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
た
め
火
災
の
発
見
が
遅
れ
、
火
災
が
拡
大

g
る
要
因
に
も
な
り
未
す
。

ま
た
、
平
成

21年
中
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、

1
9
5
2件
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
な
く
す
た
め
に
も
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
火

災
の
恐
ろ
し
さ
や
正
し
い
火
の
取
扱
い
方
法
を
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
り
。
子
ど

も
た
ち
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
も
う
一
度
、
了
ど
も
た
ち

と
火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
火
の
取
扱
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
火
遊
び
に
よ
る
火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
了
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い

②
ラ
イ
タ
—
や
マ
ッ
チ
を
了
供
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い

③
了
ど
も
だ

11
で
火
を
取
り
扱
わ
せ
な
い

④
火
遊
ぴ
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
注
意
す
る

⑤
火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
火
の
取
扱
い
万
法
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
教
育
す
る

⑥広報くしもと 2010.7 広報くしもと 2010.7 ④
 



みんなで支えあう“介護保険'’
～いろんなサービス②～

【第6回】

●地域密着型サービス
芦 ．"I¥¥'!'.ぐ、

住み慣れた地域で生活を続けるために、地域の特性に応じたサービスが受け ．． 

られます。

芦
（介護予防）

翌知症の方が少人数で共同生活をしながら、食申・入浴な

認知症対応型共同生活介謳
どの介護や支援、機能訓練を受けるサービス。

“グルーフホーム”
※要支援2の方は予防のための肉容に限られます。また、
要支援lの方はご利用できません。

地域密曽型
小規模 (30人未満）の有料老人ホームなどに入居している

特定施設入居者生活介護
方が、食事や入浴、機能訓練などを受けるサービス。

※要支援l・ 2の方はこ利用できません。

（介護予防）
「通所サービス」を中心に「訪問」や「泊り」を組み合わせ、

小規模多機能型居宅介護
入浴、排せつ、食事等の介護や機能訓綬等を行うリービス。

※要支援l・ 2の方は予防のための内容に限られます。

24時問安心して在宅生活が送れるよう、巡匝や通報システ
夜間対応型訪問介護 ムによる夜閻専用の訪問介護を行います。

※要支援l・ 2の方はこ利用できません。

（介護予防） 翌知症の方を対象に、食亭や入浴の提供、専門的なケアを

認知症対応型通所介護 日帰りで提供しまサ。

磁施設サービスの利用は直接施設に入所の申し込みを行ってください。

なお、施設サービスをご利用できるのは要介護l～要介護5の方に限られ、
要支援の方はこ利用できません。

●施設サービス

竺
介護老人福祉施設 常に介護が必要で、自宅での介護が難しい方が入所して、食事、

“特別養護老人ホーム'’ 入浴、排せつなどの日常生活介獲などを受けるサーピス。

介護老人保健施設
病状が安定し、リハビリ了ーションに重点を置いたケアを必要

“老健”
とする万が入所して、医学的な管理のもとで介護や機能訓練等

を受けるサービス。

介護療養型医療施設
病状が安定し、長期間の療墜が必要な方が入所して、医療や看

護、介護などを受けるサービス。

i 

懸

橋

貨

允

（

森

彩

香

※1ム祁への掲蔽を希望されない方は、届出の際に窓nにお中し出くださいc

熊江

野

市田

／ 

演廣
路 瀬

珠武

実史

裔

窟

す

さ

み

刷

[

桑

厭

音

十

暢

名

古

屋

市

ご
芝
本

智

子

有

FR

魯

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

平蔵22要8胆川旦,'bE翠影蒻i翠庭の四
児童扶費手当の支給対象となります。-..... 
■受給要件
①~（恥のし＼すれかに該当する了どもについて、父

がその子ども存監護し、かつ生言十を同じくしている

場合に支給されます。

①父円が婚姻を解消した子ども

②母が死亡した子ども

③母が一定程度の障害の状態にある了ども

④母の生死が明らかでない子ども

⑤その他（母が 1年以上澄稟している了ども、母が
l年以上拘禁されている子ども、母が婚姻によら
ないで懐胎した了ども等）

■手当額（所得による制限有り）
所得に応じ児雪 1人に最大月額41,720円を支給。

※一部支給の場合は巨額41,770円～9,850円

2人目は月額5,000円、 3人目以降が l人月額3,OOO

円となります。年3回支給され、初回の12月には
8月～ll月の4カ月分が支給されまg。
※7月31日までに支給要件に該当していること及ひ
ll戸30日までに申謂することが必要となりま寸。
■お問い合わせ
串本町役場保健福祉課

fl 0735-62-0562（直通）
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〈
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名
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章

た
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ひ
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裕
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ゅ
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田
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輔
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瀬
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伎
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平
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つ
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富
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安
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美

好

坂
U

タ
ツ
ェ

平

た

づ

ゑ

今

川

恵

美

f

鈴

木

義

一

中

西

和

美

堀
榮
―
―
―

十

屋

一

男

蔵
前
つ
な
ゑ

前

田

安

平

羽

山

美

ゆ

き

岡

田

行

雄

田

中

田

鶴

f

谷

端

具

f

阿
波
田
啓
一

低

本

一

己

86 88 91 86 73 71 86 81 53 90 82 81 90 88 81 86 96 85 81 

仕占中川占神津出有 潮潮川和二潮二樫組
野姫

部座湊原庫川荷実田 岬岬原深色岬色野江

潮

岬

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

和

深

(,月受付分敬称略）

串

本

/ 

小細
川谷

友俊

恵郎

田 厖l

野

原川

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

／ 

田赤
所坂

小真
白・

合哉

白 1±1

浜辺

町市

ト記の方々より串本町ふるさとのまちづくり

応援晶金に対し、寄付をいただきました。ご）リ

意に深く感謝山し卜げますとともに、いただき

ました奇付は有効に話川させていただきます。

〇静岡県富士市在住

〇神奈川県川崎市在住

亀井

高星

武司様

輝次様

、-------------------―̀` 
i 裔麟喉葉葵癖以槌 i 
I I 
1 樫野在住の中村輝雄様より、串本町福 l

i祉基金への寄付をいただきましに。 i 
1 こ厚意に深く感謝いたしますとともに、 1

! ffiJ民の福祉のために有効に活用さビてぃ l
l 
l tこにきます。 i 
``―----------------―ー・＇
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【陸上追悼式典】
①海上自衛隊儀伎隊 ②慰霊碑に献花される寛仁親王殿下

③寛仁親王殿下のお言葉を代読される彬子女王殿下 ④海上自

衛隊呉音楽隊 ⑤メフテル軍楽隊 ⑥大島小学校児童を代表し

て献花する山崎玲央君・大瀬戸創君 ⑦追悼歌を斉唱する大島

小中学校児童生徒・樫野地区老人クラブの皆さん

【洋上追悼式典】
①樫野崎沖で船上より献花される窟仁親王殿下

②洋上追悼式典が行われた海上自衛隊護衛艦「せとゆき」

③樫野埼灯台から見た洋上追悼式典

④殉難将士に対し黙祷を捧げる出席者

⑤海上自衛隊儀杖隊による弔砲

⑥式典終了後、列席者による献花が行われました。

さ
ら
な
る
友
好
の
発
展
を
願
っ
て

明
治
23
年
の
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
遭
難
か
ら
今
年
は
1
2
0
年
と
い

う
節
口
の
年
。
人
島
樫
野
崎
沖
で
亡
く

な
っ
た
5
8
0
余
名
の
将
じ
た
ち
の
冥
福

と
両
同
の
友
灯
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
を

願
い
、

6
月
3
日
に

n本
ト
ル
コ
友
灯
ー

2

0
周
年
市
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

3
nの
午
前
中
に
は
、
樫
野
崎
沖
の
海

域
で
、
海
卜
自
衛
隊
護
衛
艦
「
せ
と
ゆ
き
」

甲
板
を
会
場
に
、

｛典
仁
親
干
殿
卜
や
彬
子

女
干
殿
ド
、
セ
ル
メ
ッ
ト
・
ア
タ
ジ
ャ
ン

ル
駐

nト
ル
コ
共
和
同
特
命
令
権
人
使
ら

約
90
名
の
出
席
者
が
黙
祷
を
行
い
、
犠
牲

者
の
眼
る
洵
へ
献
化
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
同

H
T後
か
ら
は
、
樫
野
埼
灯
台

袖
の
広
場
に
設
似
さ
れ
た
ア
タ
テ
ュ
ル
ク

像
の
除
幕
式
典
が
開
催
。
除
幕
式
典
の
後
、

ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
慰
霊
碑

前
に
会
場
を
移
し
、
悴
上
追
悼
式
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
地
元
樫
野

区
の
皆
さ
ん
や
ト
ル
コ
関
係
者
、
一
般
の

方
々
な
ど
約
6
0
0
人
が
参
加
。

窪
仁
視

王
殴
下
の
お
言
葉
を
彬
子
女
上
殿
下
が
代

読
さ
れ
、
出
席
者
よ
り
追
悼
文
の
奏
卜
、

献
化
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
冗
大
島
小
中

学
校
児
童

4
徒
と
樫
野
地

IX名
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
追
悼
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の

1
2
0
固
年
事
業
で
は
、

文
化
交
流
市
業
と
し
て
柚
々
な
催
物
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
10.11
ペ
ー
ジ
）

3
n午
前
か
ら
は
樫
野
崎
に
お
い
て
串

本
古
昨
吉
四
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
、

ト
ル
コ
民
族
舞
踊
・
串
本
節
の
披
露
、
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
造
難
を
テ
ー
マ
に
し

た
紙
芝
居
等
の
催
物
が
開
催
さ
れ
、
樫
野

崎
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た

1
nに
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
テ
ヘ
ラ

ン
空
港
か
ら
の
脱
出
」
が
開
催
さ
れ
、
基

調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
日
に
は
、
メ
フ
テ
ル
軍
楽
隊
コ
ン

サ
ー
ト
や
ト
ル
コ
民
放
舞
踊
溝
習
会
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
数

nに
渡
り
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
で

H
本
と
ト
ル
コ
の
文
化
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
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①基調講演を行う森永莞さん ②追悼歌など

を斉唱した「うしおコーラス」の皆さん

③テヘラン空港から脱出を体験した沼田準一

さん、田中光敏映画監督、脚本家の小松江里

子さん等をパネリストに招いて開催されたパ

ネルディスカッション (4)オスマン・パシャ

のひ孫である、オスマン・テキタシュさんの

講演

⑧講師のカディル・カフラマ

ンさん ⑨約30名の方々が参

加 ⑩今回串本町へ寄贈され Et 
た民族衣装を沿る参加者

⑪広報くしもと 2010.7 

【メフテル軍楽隊コンサート】

⑤串本町文化センターで演奏を行うメフ

テル軍楽隊

⑦キョス (2個 l組のティンパニー）を

演奉する太鼓奏者

⑪用意されたヒースやボンジ

ュック ⑫・⑬こどもたちも

アクセサリー作りに挑戦

④樫野崎を行進する串本古座高校吹奏楽部の

皆さん ⑤・⑥樫野埼灯台前ではトルコ民族

舞踊や串本節の披露か行われ、会場を訪れた

一般の方々も加わり文化交流か行われました。

⑦会場で行われた紙芝居「トルコ軍艦エルト

ゥールル号の遭難」

『

①樫野埼灯台前の広場で開催された除幕式。この度

のアタテュルク像移転には、日本財団やムスタファ

・ケマル像を移転する会等多くの方々のご尽力があ

りました。 ②アタテュルク像前で挨拶を述べられ

るセルメット・アタジャン）レ駐日トルコ大使”’ ③除幕式典に参加するメフテル軍楽隊

広報くしもと 2010.7 間
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，
オ
ス
マ
ン
・
バ
シ
ャ
の
子
孫
が
来
町

オ
ス
マ
ン
・
テ
キ
タ
シ
ュ
さ
ん

9

、

,

6

月
4
日
、
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
で
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
特
使
オ
ス

マ
ン
・
パ
シ
ャ
の
ひ
孫
に
あ
た
る
、
オ
ス

マ
ン
・
テ
キ
タ
シ
ュ
さ
ん
が
、
田
嶋
町
長

を
表
敬
幼
問
し
ま
し
た
。

，

前

B
に
樫
野
崎
で
行
わ
れ
た
追
悼
式
典

に
参
加
し
た
テ
キ
タ
シ
ュ
さ
ん
は
、
「
串
本

，
に
は
深
い
友
情
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
曽
祖

父
オ
ス
マ
ン
・
パ
シ
ャ
の
思
い
出
を
大
切

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
た
い
ヘ

ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
3

と
話
し
ま
し
た
。
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期高齢躙医療保険力滉瀕藪蕊知ら
◆平成22年度保険証の更新について

平成22年7月31日の有効期限満了に伴い、保険証を更新いたします。新しい保険証の送付は、 7 
目中旬から順次闇易書留郵便にて送付いたします。保険証の色は、従来のみす色からうすいオレ

ンシ色に変わります。

※今囮芭届けする保険証は 7月18から有効となっておりますのでお手元に届き次第こ使用
になれます。現在お持ちの保険証については、各自で破棄していたたくか役場に返却くたさい。

※保険料の納付が滞つている場合、保険言正の送付を一峙保留さててい「こにき納付できない事由

について闇かせていたたくとともに、状況によっては短期保陰証や資格証甲書の交付をさせて

いただくことになっていま百。

◆保険料の（納期・期割り）について

0特別徴収（年金天引き）の方 （仮算定く4月、 6月、 8月〉本算定 <lD月、 12月、 2月））

仮算定 木算定

| 4月 (1期） 1 6月 (2期） 1 8月 (3期） I 10月 (4期） 1 12月 (5期） I 2月 (6期）

0普通徴収［本算定］ （口座振替・納付書による納付）の方は7月からとなります。

本算定

(i贔） I塁品） I （g畠） I （140口I(15l土I（閏贔） I （｝切l) I (；品） I （3叫）
※普適徴収の対象となられた方には適知・納付書等を7月中旬に送付させていたたきます。
(7月から翌年の3月まての9回て納めていたたくこととなりま百。）
※本算定 (7月初め）以降、所得更正等が生じた場合併徴（特別徴収・笛通徴収両方）となる

場合かあります。

＊平成22年7月の本算定によリ特別徴収の対象となった場合は、年金天引きの調整のため、 7月
8月、 9月の3期が普送徴収（納付書・ロ座振替）となり10月より年金天引きとなリますのて
ご了承くたさい。（口産の手続きをいたたいている方は、口座よリ納付となリます。）

7 月 （ l ：) 1算8: （(：：｝徴I且又；月 ( 3 期） I 10月 ( 4 :：) |：2: （（：は［ィ致Il又：月 ( 6 期）
◆保険料のお支払方法が年金からの天引きと口座振替のいすれかに選択できます。

現在、年金からの天引きで納付いtこだいている後期裔齢者医療制度の保険料か、手続きにより、
口座振替に変更てきることになりましに。

（すでに納付方法変更申出書を提出されている方は届出書の手続きはいし）ません。）

※すてに口座振替の手続きをされている人も、「納付方法変更甲出書」を提出していない方は、年

金天引きの対象者となつに場合、引き続き年金からの天引きになる可能性があります。

※特別徴収からの変更には、事務手統きか2カ月程度委します。変更を希望される方は、早目の
申出をお願いします。

※年金からの天引きを希望される場合、届出の手続きは不要てすが、年金天引きとなるかとうか

は日本年金機構（旧社会1呆険庁）等の判断となリます。制度改正による保険料の酒額等が生し
に場合納付書による晋遅徴収に変更となる場合があります。

［ ［お問い合わせ】串本町役場住民課後期高齢者医療係合0735-62-0561] 
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保健センター 7月の行事予定は下記のとおりです。
※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
保健センター（云0735-62-6206)まで。

【成人関係l
健康相談

実施日

7月5巳（月）

7月6巳（火）

7月9日（金）

7月12巳（月）

7月28R（水）

受付時固

9 00~ 1 0 : 00 

10.3□~ ll.30 

9.00-~ 10・00 

lD. 30・~ ll 30 

9,00-10・00 

l0 30~ll:30 

l3 00~14:30 

9 30-10.30 

13,00-14:IX] 

14,30~・15.30 

会

江田区民会館

田並公民館

大島巽発総合センター

出雲公民館

有田公民館

二色集会所

保健センター2階

津荷棠会所

古用古年クラブ

田原連絡p/i

※誰でもお気軽に会楊へお越しください。
（血IT測定やf毒1衷についての相談を受けております）

献団

日 時 場 pfr 

拐

7月1日（木）
10:00-15:00 

WAY駐車場（ライオンズクラフ共釦

7月1日（木）～ 9月30日（木）の期間、町内医療
機関で実施します。

詳しくはイ呆健センターまで。

【乳幼児関係】

乳幼児健診

R 峙
7月1日（木）
13 00~13 30 
7月8日（木）
13 00~13 30 
7月22日（木）
13 00-13 30 
7月22日（木）
13 30-14 00 

場所
保センター
2階
保偲センター
ど指

保健センター
2餡
保健センター
2餡

内 容
1歳6ヵ月児及び
2歳6ヵ月兜建診
IDヵ月児～
1歳児偲診
4ヵ月児牲診及ひ
BCG接積

67J月児笠診

乳幼児予防接種 各種教室

E 時 内容
7月6El（火） -i望混合
1 3 1 0 ~ 1 3 4 0 1期初回
7月22日（木） BCG 13 00-13 30 

7月27日（火） 二種混合12 40~,13 ID 

7月29日（木） MR3期（麻し
13 10-73 40 ん忌しん混合）

日記及び内容
7月12日（月）l3:3C-
硝乳食教室

(4ヵ月児～〇ヵ月児）
7月13巳（火） 10:C0~ 
ひよごひろば
(6ヵ月～l歳児）
7月16巴（金） 10:00~ 
ちびつこひろば
(2 歳へ•3 歳児）

7月28日（水） 13:30・-
マタニティー教室（前期）

※＝種況合の接種文1染は 7寂6ヵ月ネ滴のhです。
（＝極況合1期初回は20~56日の間閉で3匝接杜し
※ MR （麻しん • I"¥しん混合）の3期接極対象は中学 j
※-．祉混合の採柏対策は小学6年牛。
◎了肋接柚・ひろば・教室の会湯は保倍センター 2陪です。

①生泊保誼を受けているh(10歳以
②上記以外の40歳以上で保険の切り

対 象者 I竹で特定健診の対象外の方
※受診対象者かどうかは、保健センター
にご柘談ください。

自已~良担金 I 500円（生泊保誤の方は無料）

内容：口［〗誓？
※検診H社についてはお桐い合わセください。
※前守腺がん (55歳～74歳までの男t4)、Bf炎ウィルス検
杏（今年皮40歳：こなる方‘）の受付をITT)時1こ行います，
※お申込みは7月認H（金）までに保箆センターヘ電話に
てお申込みください。

』平成22年度-麻こしん二風しん混合予防接種4凋期（ごつ―l,"：=
7月～9月未まで、町内医療機関で接種できま寸。対象となる万には、個別通知しま百。

対象者

高校3年生相当
平成4年4月2日～平成5年4月1日生まれ

接神方法

町内医療機関

個別接種

接秤時期

7月1日
~9月30日

※上記は公要で接種できます。接種機会を逃すと、自己負担での接種となります。

アレルギーのある方や身体上の理由等で集団接種できない方（かかりつけ医での接穂が必要な方）

は保健センターにご相談ください。
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一
放
送
人
学
で
は
、
平
成
2
2
年
度
2
学

期

(10
月
人
学
）
の
学
生
を
券
集
し
て

い
ま
す
。

放
送
人
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
倍
制
の
大
学

で
す
。働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
R
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
力
が

学
ん
で
い
ま
す
。

心
坪
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

015歳
以
卜
の

h
な
ら
、

1
科
日
か
ら

学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

□履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

0
1
8
歳
以
卜
の
大
学
入
学
責
格
を
お
持

0
み
な
べ
船
上
で
の
海
洋
環
境
教
宇
等

▼

定

員

1
0
0
名
（
み
な
ベ
・
む
ろ
づ
き
）

※
1
2
歳
木
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
船
上
環
境
教
宇
を
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
お
子
さ
ん
連
れ
を
優
先
し
た

先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
切
り
ま
す
。

T
申
込
方
法

ft復
は
が
き

(
1
枚
に
3
名
ま
で
記
入

可
）
に
代
表
者
の
仕
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
及
び
釆
船
希
芋
者
3
名
の
氏

名
・
年
齢
を
記
人
の
う
え
、
串
本
海
上

保
安
署
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

返
信
は
が
き
が
乗
船
引
挽
券
と
な
り
ま

す。※
定
貝
川
鉢
に
必
要
な
た
め
、
年
齢
は

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

7
月
2
2
日
（
木
）
必
着

▼
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

〒

6
1
9
1
3
5
0
3

和
歌
山
県
束
牟
婁
郡
串
本
町
串
本
2
1

1
3
|
3
 

串
本
海
上
保
安
署

60735

—

62

—

0226 

ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で
全
科
版
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、

4
年
以
上
介

学
し
て
1
2
4
単
位
以
上
を
修
得
し
、

卒
業
す
る
と
、
学
卜
（
教
蓑
）
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。

0
ひ
と
つ
の
分
野
を
休
系
的
に
学
び
た

い
方
に
は
、
「
放
送
大
学
工
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

0
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す

マ
募
集
期
間

6
月
1
B
1
8
月
3
1
H

て
資
料
請
求
•
お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

6073

—

431

—

0360 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

ll[tp:/ /
w
w
w
.u
-
air
.a
c
.j
p
 

園

お
知
ら
せ

串
本
調
停
懇
話
会
で
は
、
次
の
と
お

り
民
市
に
関
す
る
調
停
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
調
停
巾
し
立
て
の
力
法
、
調
伶

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
調

停
で
解
決
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
効
力
が

あ
る
の
か
な
ど
、
実
際
に
民
事
調
停
に

携
わ
っ
て
い
る
調
停
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

ァ

日

時

平
成
2
2
年
7
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
1
午
後
3
時

巡視船みなべ

連絡先

自
衛
官
等
の
募
集
に
つ
い
て
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

て
募
集
種
目
・
受
験
資
格

①
自
衛
官
候
補
生

18
歳
以
上
27
歳
木
満
の
男
・
女

⑨
一
般
曹
候
補
生

18
歳
以
上
27
歳
木
満
の
男
・
女

③
航
空
学
生

高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
児
・
女

▼
申
込
み
受
付

①
男
竹
は
通
年
。
女
竹
は

8
月

1
H

(H)
ー
9
月
1
0
n
（金）

⑨
8
月
1
日
(
n
)
ー

9
月
1
0
n
（金）

③
8
月
1
B
(
n
)
I
9
月
1
0
n
（金）

マ
試
験
日
・
場
所

①
男
性
は
9
月
3
0
n
（
木
）
新
宮
市

女
性
は
9
月
2
7
n
（
月
）
和
歌
山
市

②

9
月
18
日
(
+
)
那
知
11
勝
浦
町

③
9
月
23
日
（
木
）
和
歌
山
市

▼
応
募
資
格
等
の
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
新
宮
地
域
事
務
所

60735

—

21

—

3449 

ご

場

所

中
本
簡
易
裁
判
所

▼

内

容

民
＊
（
土
地
建
物
・
金
銭
の
貸
借
・
交

通
＊
故
な
ど
）
に
関
す
る
調
停
の

T
続

き
に
つ
い
て

▼
お
問
合
せ

串
本
簡
易
裁
判
所

60735|62

—

0212 

浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
必
要
性
や
什

組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
応
日
理
溝
習
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
受
溝
料
は
無
料
で
す
。

ァ

日

時

平
成
2
2
年
7
月
9
n
（金）

午
後
6
時
30
分

1

※
約
40
分
秤
度

て

場

所

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室

▼

対

象

浄
化
梢
を
設
置
ま
た
は
予
定
し
て
い

る
h
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

マ

主

催

和
歌
山
県
法
定
検
杏
推
進
協
議
会

＂

募

集

串

古

学

生

▼
お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
役
場
環
境
衛
生
諜

60735

—

72

—

0083 

望
涸
募
禦

串
本
海
上
保
安
署
で
は
、
串
本
ま
つ

り
の
協
賛
打
事
と
し
て
「
巡
視
船
の
体

験
航
海
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

ア

日

時

平
成
2
2
年
8
月
1
日

(n)

午
前
10
時
30
分
1
午
後
0
時
ま
で
の
問

マ

場

所

串
本
港
内
及
び
大
島
周
辺
海
域

※
た
だ
し
、
雨
天
及
び
海
上
荒
天
の
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

▼

内

容

0
田
辺
海
上
保
安
部
所
属
「
巡
視
船
み

な
べ
」
及
び
串
本
洵
卜
保
安
署
所
属
「
巡

視
艇
む
ろ
づ
き
」
に
よ
る
体
験
航
海

0
昧
串
本
海
中
公
図
セ
ン
タ
ー
の
協
JJ

に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
放
流

※
み
な
べ
船
卜
よ
り

査華
苫
璽
過
傘

和
歌
山
県
で
は
、
岸
生
労
働
省
所
管

の
も
と
、
本
年
も
毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
布
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
骨
巾
用
労
働
者
を
1

1

4
人
犀
用
す
る
事
棠
所
を
対
象
に
、
我

が
日
の
雇
用
労
働
者
の
竹
金
、
労
働
時

間
、
屈
用
の
変
勁
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
年
1
回
実
施
さ
れ
、
景
気
判
断
や

経
済
佑
勢
に
向
け
て
の
請
政
策
な
ど
に

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
企
対
象
と
な
る
事
棠
所
に
は
、

8

月
か
ら
9
月
に
か
け
て
統
計
調
査
且
が

訪
問
し
て
潤
杏
栗
を
作
成
し
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
「
統

計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘
密
が
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計
以
外
の

R
的
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回
答
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
介
画
部
企
圃
政
策
局

璽

催

し

保

お
知
ら
せ
＆
行
事

串本町役場本庁舎

(TEL 6 2 -0 5 5 5) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院
(TEL 6 2 -0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課
(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター

(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内

（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

http//www.lown.kushimolo.wakayama.」pi

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@town.kushimolo.wakayama.jp 

串
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7]国国国口国国
日曜 行車内容（時間） 場 所 主笞課等

l太 楊杭海水浴堀田原海 襦杭海水浴場 産菜振国課
水浴場海開き 田原海水浴場

8木 人権行政柑談 串本町役滉本庁舎 住臣課

(13 30-15 30) 

8木 第21回ビルフィッシュ 串本港を亘地とする 産業振興課
I トーナメントイン串本沿 月~ ~ 

海 域

ll日

ll日
参議院議員 町四各投票所 総務課

適常選挙投票日

(7 00-19 OD) 

15オ 行政相談 古座福祉センター 住民課

(13 30-15 30) 

18日 町内一斉淳掃 各 地 区串本町芙化

（午前中） 推進協諾会

22太 人権行敗相談 和深公民館 住民課

(13 30-15 30) 

25 El 
第6回串本まつり 橋杭海水浴場 産業振巽課
海水浴まつり

(lO OO~ll 30) 

25 El 
熊野水軍 古座 Ill 河口 産業振因課
古座河内祭のタベ 古座漁協広場

(18 00-20 30) 

31士 第6回串本まつり 串本港周辺 産業振巽課
・串本節総踊り

(18 00-19 45) 
・花火大会

(20 00-21 00) 

............................................................ 

； 串本町議会録画放送のお知らせ ； 
: 7月12日（月）より Z丁Vにて第2回：
：定例会一般質問の様子を録画放送します。；

： どうぞ皆様ご覧ください。
： なお、日程につきましては ZTV5ch: 

：の文字放送をご覧ください。 ； 
串本町議会事務局 : 

'••··························································· 

田

今
月
の
納
税

了

税

目

0
固
定
資
庄
税

(
2
期）

0
日
民
健
康
保
険
税

(
1
期
・
仝
期
）

0
介
設
保
険
料

(
4
期
・
全
期
）

0
後
期
轟
齢
者
医
療
保
険
料
〈
普
通
徴
収
〉
(
1
期）

▼
納
期
限

8
月
2
日
（
月
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
法
律
に

よ
り
年
率
1
1
.
6
％
の
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

c
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務

課
へ
。

今年の火災・救急件数
-6月1日現在一

火災件数

建物 2件

林野 1件

その他 3件

合言t 6件

救急件数

交通 3ワ件

急病 291件

その他 131件

合計 459件

火災のない住みよい豊かな町づくり

「この宝くしの収益金は、市町村の唄る＜

住みよいまちつくリに使われます。」

財団法人和歌山票市町村振興協会

圃

海
の
月
間
(
7
月
l
n
i
7
月
3
1
H
)

は
「
海
の
日
」
の
意
義
や
「
海
」
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
高
め
て
い
た
だ
＜

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
海
|
保

安
庁
で
は
各
種
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ド
里
水
路
観
測
所
で

は
こ
の
海
の
月
間
に
伴
い
、
「
夜
空
の

案
内
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

7
月
16
日
（
命
）
・

1
7
H
（土）

午
後
7
時
ー
午
後
9
時

マ

場

所

下
単
水
路
観
測
所

▼

定

員

各
H
先
着
20
名
様
（
事
前
申
込
必
要
）

▼
お
申
込
み
受
付

7
月
5
日
（
月
）
ー

▼
お
申
込
み
•
お
問
合
せ

詳
細
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
里

水
路
観
測
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

60735

—

58

—

0084 

0
電
子
メ
ー
ル

s
h
i
m
o
s
a
t
o
@
k
a
i
h
o
.m
l
i
t
.
g
o
.j
p
 

新
宮
公
証
役
場
で
は
次
の
と
お
り

「
日
耀
・
無
料
公
証
法
律
相
談
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

7
月
25
日

(n)

午
前
9
時
ー
午
後
5
時

て

場

所

祈
宮
公
証
役
場

て
相
談
員

公

証

人

中

村

司

て
相
談
内
容

遺
一
一
ロ
・
相
紬
・
離
婚
・
子
の
登
育
費
・

年
令
分
割
・
慰
謝
料
•
財
庄
分
与
・
家

族
の
扶
養
・
什
意
後
見
（
．
紬
齢
者
等
の

財
産
管
理
）
•
土
地
建
物
の
貨
貸
伯
・

金
銭
の
貸
借
・
売
買
．
贈
与
・
伯
務
弁

済
・
保
証
•
そ
の
他
各
種
の
契
約
·
粒

厳
死
宜
―
―
―
ロ
・
会
社
定
款
な
ど

ァ

予

約

平
日
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

麗

労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き
は
、

6
月
1
日
か
ら
7
月
1
2
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

監
督
習
に
お
い
て
は
、
す
で
に
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の

n秤
で
集

合
受
付
を
実
施
し
た
し
ま
す
。

▼

日

時

7
月
7
n
（水）

午
前
10
時

1
T後
3
時

了
受
付
会
場

串
本
町
師
工
会

巾
本
町
串
本
2
4
l
o

ァ
電
話
番
号

60735|62

—

0044 

調
杏
統
計
課

6073_411

—

2391 

0
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/＼

w
w
w
 l.k
a
i
h
o
.m
l
i
t
.g
o
.j
p
 

¥
K
O
H
O
¥
s
i
m
o
s
a
t
o
¥
j
a
p
a
n
e
s
e
¥
 

i
n
d
e
x
.h
t
m
 

平

n
（
月
曜
1
金
耀
）
の
相
談
も
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

新
宮
公
祉
役
場
（
公
証
人
中
村
司
）

新
宮
市
緑
ヶ
斤
2
j
目
1
番
31
り
（
カ

マ
ッ
カ
ビ
ル
3
階）

.
0
7
3
5
_
2
l
_
2
3
4
4
 

・

0
7
3
5
_
2
1

—

2
3
7
8

【広告］町収入の一部とす忘ため有料広告を掲載しています。

国厨健頂難郡菊i[l
健康診断を定期的に受けていますかつ健康なときの状態をいろいろな検査数値で知っておく

ことは、生活習慣病（高脂血症、糖尿病、高即圧など）のように自覚症状のない病気をいち早

く知る唯一の手段といってもよいでしょう。高脂叩症、糖尿病、高叩圧などをそのままにして

おくと動脈硬化をおこし、脳卒中や心筋梗塞などの重大な発作につながることもあります。

串本町では9戸まで特定健康診査を実施しま寸ので｀年1回の特定健康診査を受診し、健康
維持につとめましょう II

串本町役場 住民課

⑲広報くしもと 2010.7 広報くしもと 2010.7 入む
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第21回 ．---. ..!J エ —
ビルフィッシュトーナメント・イン・串本

～ 

全国各地から腕自慢のカジキ釣りたちが集まるビルフィッ

シコトーナメント。 9日・ lO日の2日間、串本港の大会本部
前にて釣り上げられたカジキの検量を行っていますので、ど

うぞ会場へお越しください。 (9日は午後6時まで、 lO日は
午後3時30分まで）

◆9日の午後5時から会場で餅まきを行います。◆

平
成
2
2年
7

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
県
東
牟
雲
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w

.

t
o
w
n
•
k
u
s
h
1
m
o
t
o

.

w
a
k
a
y
a
m
a

.

j
p
/

メ
ー
ル
ア
ト
レ
ス

k
i
k
a
k
u
z
a
i
s
e
i
@
t
o
w
n
.k
u
s
h
i
m
o
t
o
.w
a
k
a
y
a
m
a
.jp

【場所】占座川河口 占座漁港広場

【時間】午後6時～午後8時30分

【内容】花火•民謡踊り•ビアガーデン•福引
地元物産品販売

【主催】「熊野水軍占座河内祭のタベ」

実行委員会

第6回串本まつり

海水浴まつり
【場所】橋杭海水浴場

【内容】 10: 00 主催者・来賓挨拶

10 : 05 『ラヴェヒフラ串本支部』
によるフラダンス披露

あさり拾い

宝探し

0

0

 

2

0

 

•••• 

o
l
 

―

―

 

＜串本町防災行政無線放送電話案内サービス電話番号＞
合 OJ11 210J-・_9)21.8j-194J:9 

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


